次期枠組み　検討の構図











次期枠組みの目的


（条約の究極目的の達成に向けた前進）


　→中長期的に世界全体の温室効果ガス排出量を削減





現状の認識


・科学的知見の整理





具体的な枠組みを設計する上での条件


地球規模の参加


衡平性の確保


これまでの国際合意の上に立脚


国家を中心とした国際合意プロセス





目的を実現するためのアプローチ


世界全体の温室効果ガス排出量の中長期的な削減シナリオの策定


既存技術の普及／革新技術の開発


適応対策の位置づけ





現在の取組


（京都議定書の発効の重要性）





具体的な枠組みのオプション





　望ましい社会


環境と経済の好循環を目指した変革





斜体は、中間とりまとめで位置づけた基本的な考え方








